
今日の寺こもさん 瓦町シェ。クサカ 昭二 0朱表さんご表妻

今月の寺ともさんは、瓦町でフレンチレストランのシェ.クサカを営む
日下B召二

さん朱美さんご夫妻です。この地で営業を始めて 32年が経ちます。オーす―シエ

フの日下さんは、駆け出しの頃は高松駅の 2階に観光デパートがあり、そこでキ

ャリアをスタートしました。奥様とは、観光デパートの同じ職場で働いた仲だそう

です。そして更なる修行の場を求めて、当時のホテル川六に転職された
のでした。

そこでフランス料理の師匠となる木場シェフと運命の出会いがあり、一番弟子とし

て「召し上がる方への思いやり」を厳しく教えられ研鑽を積んだのでした。
その後、

ホテル川六直営店ラ.メールの料理長を任されるまでに至り、そしてついに平成4

年に今の地で念願の独立を果たされました。

フレンチで一番大事なのは何かと伺うと、即座に「ソース」と答えて下さ
いました。私はてつきり、

大きなお皿の真ん中のお料理の周囲を取り囲むようにしず<が点々と落とされたソースをイメージした

のですが、そうではないのだそうです。木場シェフの薫陶を受け継ぐシエフは、
いかにもそれらしく見

せるようなお料理の出し方はなさらないのだとか。素材と素材のボリュ
ーム感を生かしたお料理の出し

方が特徴で、ソースも素材に応じて多種多様なソースが創り出されるのです。

月曜日から土曜日の毎日、ランチとデイナーの両方があります。デイナ
ーは予約が必要で、季節のメ

ニューや Aコース、そしてシェフお任せコースなどです。またランチも日替わりとステーキ、そしてA

ランチ Bランチです。中でもハンバーグは根強い人気です。常連のお客さんの暮らしを見守るのが楽し

いと奥様が語つて下さいました。店の跡継ぎのお嬢さんと 3人で店を切り盛りし、お嬢さんに任すとこ

ろは任せて親子 3人、お客さんに寄り添いながら楽しみながら営業したいと張り切つておられました。

ご夫婦仲良く、お身体大事になさつて末永<おいしいお料理を楽しませて下さい。

*********

ェピソード :三野さん宅では、代々柴犬

を飼つておられ、ライムは三代目です。

モモ・ スモモと続き、四代目にレモンが

控えていたのですが、不慮の事故で亡く

なり、今はご覧のライムが残つていま

す。ところが庭のトウモロコシの葉をか

じるので、防止のためネットを張るとネ

ットに絡まり身動きがとれな<な つた
たり、リードを結わえた柱を同じ方向に

回り続けて、リードが短くなり過ぎて困

つたりしています。写真は、若かりしラ

イムで、今は足腰が弱り階段に上るのも

一苦労ですが、ジヤーキー目当てに頑張

って上ります。あとは、プロツク塀と家

の隙間でお昼寝する今日この頃です。

肝̈

********Jご
自慢のペットちゃん

名前 :ライム

性別 :♂

お年 :14歳
種類 :柴犬

好物 :ジ ャーキー

住所 :三野さん宅(高松市)

性格 :名ペース

苦手 :今は階段の上り下り

***********縮 代d駒亀Jttιl:**********
連日の猛暑日、皆様お変わりございませんか。総代の植田です。新緑のみ

どりが濃さを増して来た五月末頃に、八年ぶりの中学校同窓会が開かれまし

た。四年毎のオリンピックの年に開催していたのですが、コロす禍の為延期

となつておりました。いつもご遠方 (県外)から来て下さる方々、何十年ぶ

りでお顔を見せて下さつた方々など 。ゝそして先生始め何名かの方々は遠い

彼方から参加されていたのではないでしようか。黙祷後、賑やかな宴となり

ました。時の経つのも忘れて盛り上がりました。次回、傘寿での再会をお約

束してお開きとなりました。「コロす禍の長きトンネルくぐりぬけ 同窓の反

嬉長として語りぬ」

ご自慢のペットちゃん

募集中だにゃん !


